
組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

1-1経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

1-1経営

1-2経営

1-3経営 教育理念・各種方針【ウェブ】　

1-4経営 学部案内【ウェブ】

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

愛知学院大学人材の養成・教育研究上の目的に関する規程

経営学部履修要項（p.2 人材の養成・教育研究上の目的）

（1） 本学部の目的は「愛知学院大学人材の養成・教育研究上の目的に関する規程」に明示されている。

（2） 経営学部の人材の養成・教育研究上の目的を、「経営学部　履修要項」に記載するとともに、本学ウェブサイトに掲載するこ
とにより、教職員、学生、社会に対して周知・公表している。また、経営学部のウェブサイトでも受験生や一般の方が理解しやす
いよう記載している。

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

基準1．理念・目的 経営学部

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

①

大学の理念・目的を適切に設
定しているか。また、それを踏
まえ、学部・研究科の目的を適
切に設定しているか。

学部・学科ごと、研究科又は専攻ごとに人材育成その他の教育
研究上の目的を設定していますか。また、その内容は適切です
か。

大学の理念・目的と学部・研究科の目的に連関性がありますか。

大学の理念・目的及び学部・
研究科の目的を学則又はこれ
に準ずる規則等に適切に明示
し、教職員及び学生に周知し、
社会に対して公表しているか。

学部・学科ごと、研究科又は専攻ごとに設定する人材育成その他
の教育研究上の目的を適切に明示していますか。

教職員、学生、社会に対する刊行物、ウェブサイト等により、大学
の理念・目的、学部・研究科の目的等が周知及び公表されていま
すか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1） 経営学部では、建学の精神である「行学一体、報恩感謝」に加え、経営学部の教育理念である「理論と実践」のもと新しい
理論に基づく実践を重視し、企業経営を通じて社会に役立ち、自己実現できる人材の育成を目的としている。そのための教育
研究上の目的は、①新しいマネジメント理論と実践を踏まえた教育研究、②産学連携による実践型の教育研究、③実習方式を
積極的に取り入れた実践型の教育、④1つの専門領域に偏らない学際的な知識･技術をもった人材の育成に寄与する教育研
究、⑤変化革新への対応能力や問題発見解決能力の向上を促す教育研究としている。それぞれの内容は経営学の本質から
見て適切である。

（2） 2018（平成30）年度に、大学の理念・目的を踏まえて本学部の目的の見直しを行い、連関性を確認した上で、2019（平成
31）年3月に「人材の養成・教育研究上の目的」を設定し、現在に至っている。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

愛知学院大学人材の養成・教育研究上の目的に関する規程

点検・評価項目 評価の視点

②
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組織名基準1．理念・目的 経営学部

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準1」全体の自己評価
自己評価

Ａ

なし

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。　特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

点検・評価項目番号 改善策

点検・評価項目番号 課題・問題点

なし

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。　特にない場合は「なし」としてください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名
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組織名

1．現状説明
※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

③
方針及び手続に基づき、内部
質保証システムは有効に機能
しているか。

(1) Ａ

2-1経営

2-2経営

2．長所・特色

3．課題・問題点

（1）2020年度には、自己点検・自己評価委員会にて内部質保証に関わるカリキュラム・ポリシーについて，ディプロマ・ポリシーで
示した学習成果とその具体的な測定方法について，授業時間外学習の習慣化と促進の施策について，ディプロマ・ポリシーに
おける目標達成のための教育課程の内容について，およびその具体的な方法の検討を行った。また，FD部会にて，これまでの
学部教育の中核に位置付くゼミ教育のあり方について，春学期に実施された遠隔授業のあり方について，FD研究授業について
等を中心に授業の質を継続的に高めていくための施策についての検討が行われた。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

なし

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにした
うえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

経営学部　令和二年度第1・2回自己点検・自己評価部会議事録

点検・評価項目番号 長所・特色

経営学部　令和二年度第1・2回経営学部FD部会議事録

基準2．内部質保証 経営学部

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

学部・研究科その他の組織における定期的な点検・評価及び点
検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを計画的に実
施していますか。

なし

点検・評価項目番号 課題・問題点

根拠資料名

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。
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組織名基準2．内部質保証 経営学部

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準2」全体の自己評価
自己評価

Ａ

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を記
述してください。

なし

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

点検・評価項目番号 改善策

4 / 20 ページ



組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

①
授与する学位ごとに、学位授
与方針を定め、公表している
か。

(1) Ａ

4-1経営

4-2経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

4-3経営

4-2経営

4-2経営

ディプロマ・ポリシー

経営学部履修要項（p.2 ディプロマポリシー）

カリキュラムポリシー

経営学部履修要項（p.3-4 カリキュラムポリシー）

経営学部履修要項（p.42-45 授業科目の概要）

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目

②
授与する学位ごとに、教育課
程の編成・実施方針を定め、
公表しているか。

評価の視点

経営学部基準4．教育課程・学習成果

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目

下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定及び公表を
していますか。
・教育課程の体系、教育内容
・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等

教育課程の編成・実施方針と学位授与方針には適切な連関性が
ありますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

(1)経営学部のディプロマ・ポリシーでは、学位授与にあたって修得すべき知識や技能を明示し、ウェブ及び履修要項で公表して
いる。

評価の視点

課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技
能、態度等、当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与
方針を適切に設定し公表していますか。

（1）学部教育の内容について、カリキュラム・ポリシーにおいて具体的に述べるとともに、3つのコースを設置してそれらの教育概
要を箇条書きにて記述し、ホームページ及び履修要項上で公表している。また、カリキュラム・ポリシーでは、授業科目の区分お
よび形態について、主に講義形式により段階的に専門知識を身に着けるための科目群としての基礎科目群および応用科目群、
また、少人数で議論や発表をしながら専門知識や社会人としての基礎学力を養う演習科目・外国語科目群およびキャリア・デザ
イン科目群を設けていることを明示している。

2）学部の「人材の養成・教育研究上の目的」の中で、学部の教育理念「理論と実践」を明示し、その達成にむけた教育課程の編
成を行っている。教育課程は、教養科目と専門科目に大別した上で、専門科目を基礎科目群、応用科目群、演習・外国語科目
群、実習科目群及びキャリア・デザイン科目群に分けて、それらの科目群からバランスよく単位修得することを卒業要件として定
めることにより、教育課程の編成・実施方針と学位授与方針を連関させている。

根拠資料名
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組織名 経営学部基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

(5) Ａ

4-2経営

4-2経営

4-2経営

4-2経営

経営学部履修要項（p.36-39 カリキュラムの特色）

（3）経営学部の教育理念が「理論と実践」であることから、教育課程の編成を行う上でカリキュラムポリシーに基づき、経営の理論
を学ぶ理論系科目と実践力を学ぶ実習系科目に区別している。そして、教育方法でも座学とアクティブ・ラーニングをバランスよ
く配置している。

（4）卒業要件を、教養科目から36単位以上、専門科目から76単位以上、いずれかから16単位以上と規定している。専門科目で
は、1年時において「経営入門」を必修とすることで学部生の初年次教育を行うことに加えて、その他にも「初級簿記Ⅰ・Ⅱ」、「経
営と情報Ⅰ・Ⅱ」及び「情報リテラシーⅠ・Ⅱ」を開講して履修を促していて、2年時以降の専門教育へむけての初年次教育の充
実を図っている。

（5）キャリア・デザイン科目群では、初年次より「キャリア・デザインⅠ・Ⅱ」、2年次から3年次にかけて「キャリア・デザインⅢ・Ⅳ・
Ⅴ・Ⅵ」を学生の習熟度別にクラス指定科目として開講している。また、TOEICを中心に英語力を身に着ける「ビジネス英語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、外部団体が行う資格試験の合格者への単位認定を行う「基礎経営実務」、社会人を実体験する「インターンシッ
プ」、海外文化と語学を学ぶ「海外体験演習」等、学生が社会的及び職業的自立を図るための必要な能力を育成する教育を
行っている。

経営学部履修要項（p.54-59 カリキュラム概要)

経営学部履修要項（p.40-43授業科目の概要）

経営学部履修要項（p.49-50 カリキュラム・ツリー）

評価の視点

③

教育課程の編成・実施方針に
基づき、各学位課程にふさわ
しい授業科目を開設し、教育
課程を体系的に編成している
か。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

点検・評価項目

根拠資料名

学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成す
る教育を適切に実施していますか。

教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性はとれています
か。

各学位課程にふさわしい教育内容を設定していますか。
＜学士課程＞　初年次教育、高大接続への配慮、教養教育と専
門教育の適切な配置等
＜修士課程、博士課程＞　コースワークとリサーチワークを適切
に組み合わせた教育への配慮等

個々の授業科目の内容及び方法は、教育課程の編成・実施方針
を踏まえていますか。

教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮、授業
科目の位置づけ（必修、選択等）は適切ですか。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1）学部生全般に求められる基礎的知識を身に着ける基礎科目群、主体的に専門教育について学ぶことのできる3つのコースと
それらのコース選択科目（応用科目）群、社会人としての考える力・コミュニケーション能力・情報処理能力を養う演習・外国語科
目群、実習科目群及びキャリア・デザイン科目群を設けて、教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性を図っている。

（2）学生の主体的学びを促進するため、必修科目は「経営学入門」及び「基礎演習」だけとして、それ以外はすべて選択科目と
している。選択科目は、段階的学びが可能となるように年次配当を行っている。特に社会人基礎力を身に着けるために重要性の
高い科目としての「ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」及び「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」はクラス指定を行っていて、多くの学生が履
修することを推奨している。
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組織名 経営学部基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

4-4経営 愛知学院大学シラバス検索システム【ウェブ】

4-2経営 経営学部履修要項（p.8 単位制度）

4-2経営 経営学部履修要項（p.32-34 単位認定制）

4-5経営

学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法など
の措置を講じていますか。

各学位課程に応じてその他の措置を講じていますか。
＜学士課程＞
　・授業形態に配慮した１授業あたりの学生数、
　　適切な履修指導の実施
＜修士課程、博士課程＞
　・研究指導計画（研究指導の内容及び方法、年間
　　スケジュール）の明示とそれに基づく研究指導の実施

点検・評価項目 評価の視点

（4）教養科目、専門科目における基礎科目群の科目、外国語科目、キャリア・デザイン等の科目では、クラス指定を行うことで、
40名前後の人数となるように工夫している。それ以外の専門科目の応用科目においても、特に実習科目では30名を上限として
人数制限をかけている。

④
学生の学習を活性化し、効果
的に教育を行うための様々な
措置を講じているか。

単位の実質化を図るための措置（授業時間外に必要な学習の促
進、学士課程においては履修登録単位数の上限設定等）を講じ
ていますか。

シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業
内容及び方法、授業計画、授業準備のための指示、成績評価方
法及び基準等の明示）は適切ですか。
授業内容とシラバスとの整合性が確保されていますか。

根拠資料名

令和2年度秋学期経営学部「学生による授業アンケート」集計表

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1）単位の実質化に向けて、授業時間外の学習について履修要項及びシラバスにおいて授業科目別に明示するのと同時に、
履修登録は各セメスターにおいて28単位を上限とし、かつ各年次において44単位を上限として定めている。

（2）シラバスでは、各授業科目の「テーマ」、「授業の概要」、「授業の到達目標」、「授業計画」（その準備の指示を含む）、「試験
及び評価方法・基準」、「テキスト」、「参考書」、「参考URL」、「質問への対応方法」、「備考（その他）」を明示している。これらにつ
いては、毎セメスターの最後に行う学生による授業評価によって、齟齬がないかの確認が行われている。

（3）シラバスの「授業計画」において、授業時間外学習及びそれに要する時間の目安を明示して、学生が主体的に授業に参加
することを促している。また、授業内での小テストの実施や議論をする時間を設けるなど、学生の主体的な学びを促進している。

7 / 20 ページ



組織名 経営学部基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4)

(5) Ａ

(6) Ａ

4-2経営

4-2経営

4-2経営

4-2経営

4-2経営

4-2経営

4-6経営

4-7経営 経営学部卒業論文ルーブリック

経営学部履修要項(p.8 単位制）

経営学部履修要項（p.27-29成績）

経営学部履修要項（p.30-31進級・卒業）

経営学部履修要項（p.32-34単位認定制）

（1）単位認定は、単位制度の趣旨に基づいて、平素の学習状況と定期試験またはレポート試験によって適切に認定している。
大学入学前に取得した外部団体の資格試験に関しても、入学時に申請することで単位認定が認められる。

（2）成績評価の客観性及び厳格性を担保するために、成績評価基準を定めて履修要項で周知し、保証人への成績通知を行っ
ている。また、「AA」の成績評価は履修登録者の上位20％までとすることを定めている。

学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するために
どのような措置を講じていますか。
学位授与に係る責任体制及び手続は明示されていますか。

経営学部履修要項（p.44-46コース制）

経営学部履修要項（p.47-48卒業論文作成の手引き）

（6）上記(1)～(3)および(5)を踏まえて、大学の建学の精神及び学部の教育理念に応じた、科目選択とコース制の設置、卒業要
件単位数の設定、授業科目の特徴に応じた科目群の設定、定期試験またはレポートの実施等によって、卒業要件単位認定を
厳格に行うことで、学位授与は適切に行われている。

愛知学院大学の単位認定及び成績評価に関するガイドライン 

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

単位制度の趣旨に基づく単位認定を行っていますか。
また、既修得単位の適切な認定を行っていますか。

〈修士課程・博士課程〉
学位論文審査基準を明示していますか。

点検・評価項目 評価の視点

⑤
成績評価、単位認定及び学位
授与を適切に行っているか。

成績評価の客観性、厳格性を担保するための措置を講じていま
すか。

卒業・修了要件を明示していますか。

適切に学位授与を行っていますか。

（4）

根拠資料名

（3）卒業要件は、履修要項において、在籍期間全体での修得単位数128単位のほか、学部の授業科目群別の最低修得単位、
及びコース別選択科目の最低修得単位等を明示して周知している。

（5）卒業論文の作成は選択であるが、論文字数を20,000字以上として、かつ2019年度から導入したルーブリックを活用すること
により質保証に努めている。学位授与は、経営学部会の議を経たうえ最終的には代表教授会で審議・決定しており、客観性及
び厳格性を確保している。
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組織名 経営学部基準4．教育課程・学習成果

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

4-8経営

4-9経営

4-10経営経営学部卒業論文ルーブリック

4-11経営令和2年度第1回経営学部自己点検・自己評価部会議事録

4-12経営

4-13経営

4-14経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ｂ

4-5経営

4-10経営

4-11経営

4-15経営

（1）卒業認定の学部会を毎年3月上旬に開催して、全学部生の修得単位の状況について学部内で情報共有を行っている。ま
た、2019年からは、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に示した学習成果を多角的に測定するための指標を含む学部固有の
アセスメント・プランを設定し、活用している。

（2）学習成果の測定を目的とした指標として、卒業論文ルーブリック、資格の取得状況、コース指定科目の修得単位数および
GPAを設定し、2019年度から、それらの指標のチェックを経営学部自己点検・自己評価部会において定期的に行っている。その
ほか、学生調査、卒業生を対象としたアンケート調査も行い、これらの結果についても学部会においてそのつどチェックしてい
る。

根拠資料名

根拠資料名

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を行っていますか。
・学習成果の測定結果の適切な活用

点検・評価結果に基づき、改善・向上に向けた取り組みを行って
いますか。

（1） 2019年度より、経営学部自己点検・自己評価部会において、アセスメントプランに基づき、コース別の成績分布、修得単位
数、GPAについての経年比較、TOEIC/IPテストの受験率と成績についての経年比較、資格（単位認定対象となる資格）の取得
状況についての経年比較を行うことにより、教育課程及びその内容・方法が適切に機能しているかを点検・評価している。

（2） 今年度は教育課程及びその内容、方法の適正化に向けてFD委員会にて議論を行う予定であったが、COVID-19の蔓延、
緊急事態宣言等で、対面式会議の実施が困難であり、オンラインでのFD委員会等も開催したが、いまだ十分な議論が行われて
おらず、結論は得られていない。

令和2年度秋学期経営学部「学生による授業アンケート」集計表

評価の視点

⑥

令和2年度第1回経営学部FD部会議事録

令和2年度第1回経営学部自己点検・自己評価部会議事録

令和2年度第2回経営学部FD部会議事録

令和2年度第11回経営学部会議事録

経営学部アセスメント・プラン

令和2年度度卒業時アンケート調査

令和2年度秋学期学生状況実態把握に関するアンケート

令和2年度第2回経営学部自己点検・自己評価部会議事録

学位授与方針に明示した学生
の学習成果を適切に把握及び
評価しているか。

各学位課程の分野の特性に応じて、学位授与方針に示した学習
成果を測定するための多角的で適切な指標設定を行っています
か。

学習成果を把握及び評価するために適切な測定方法を用いてい
ますか。
　≪学習成果の測定方法例≫
　　・アセスメント・テスト
　　・ルーブリックを活用した測定
　　・学習成果の測定を目的とした学生調査
　　・卒業生、就職先への意見聴取

点検・評価項目 評価の視点

⑦

教育課程及びその内容、方法
の適切性について定期的に点
検・評価を行っているか。ま
た、その結果をもとに改善・向
上に向けた取り組みを行って
いるか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目
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組織名 経営学部基準4．教育課程・学習成果

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準4」全体の自己評価
自己評価

Ａ

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

点検・評価項目番号

課題・問題点

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

なし

長所・特色

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにした
うえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を記
述してください。

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

点検・評価項目番号 改善策

なし

点検・評価項目番号
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

5-1経営

5-2経営

5-3経営

5-4経営

5-5経営 愛知学院大学 教育理念・各種方針【ウェブ】

①
学生の受け入れ方針を定め、
公表しているか。

入学試験要項

平成28年度（2015年度）第9回経営学部会議事録

平成28年度（2015年度）経営学部FD部会議事録

学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の
受け入れ方針を適切に設定し、公表していますか。

平成28年度（2015年度）第4回経営学部会議事録

下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針を設定していますか。
　・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像
　・入学希望者に求める水準等の判定方法

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

根拠資料名

基準5．学生の受け入れ 経営学部

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

（1） 経営学部経営学科として卒業認定・学位授与の方針 （ディプロマ・ポリシー） 及び教育課程編成・実施の方針 （カリキュラ
ム・ポリシー） に定める教育を受けるのにふさわしい人を受け入れるよう、学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定し
ている。アドミッション・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーとともに、３つのポリシーとの整合性を考慮しながら
同時に設定された。アドミッション・ポリシーは大学ホームページ及び入学試験要項において公表している。

（2） 入試制度の多様化によって、多様な能力を持つ学生を受け入れている。たとえば、専門学科推薦によって各種資格の取得
者を受け入れている。あるいは中期試験において数学と英語のいずれかを必須とすることで、論理的思考力のできる学生を受け
入れている。入学前の学力水準・能力等の求める学生像については、アドミッション・ポリシーに示している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。
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組織名基準5．学生の受け入れ 経営学部

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

5-6経営 愛知学院大学_入試情報【ウェブ】

5-7経営

5-8経営

5-9経営

根拠資料名

（3） 入試ごとに入試委員会が開催され、そこで各受験者の点数を委員全員で確認し（各受験者の氏名は記載されていない）、
公表した選抜方法に則った上、公正な選抜を実施している。

（4） 学部・研究科共通して入学試験要項、入試ガイド、ホームページで入試方法や募集定員、出願資格、合否判定方法、前年
度の合格者数や合格点を公表している。なお、各入試方式ごとの志願者数はホームページでリアルタイムに公表している。 ま
た、一般入試問題の模範解答については本学入試センターで公開しており、受験生は業務時間中であればいつでも閲覧する
ことが可能となっている。学部・研究科共通して、特別な配慮を必要とする受験生に対しては、医療機器の試験室への持ち込み
や別室受験等を認めるなど、可能な限りの対応している。

経営学部パンフレット

経営学部ホームページ【ウェブ】

入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための
体制を適切に整備していますか。

公正な入学者選抜を実施していますか。

学生の受け入れ方針に基づき学生募集方法及び入学者選抜制
度を適切に設定していますか。

点検・評価項目 評価の視点

②

学生の受け入れ方針に基づ
き、学生募集及び入学者選抜
の制度や運営体制を適切に整
備し、入学者選抜を公正に実
施しているか。

大学案内【ウェブ】

入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜
を実施していますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1） ２名の広報委員と学部執行部を中心に、学部ホームページ、学部パンフレットなどを作成し、オープンキャンパスなどの機会
を通じて、また入試センターを通して学生募集をしている。入学者選抜については、文部科学省高等教育局長通知の大学入学
者選抜実施要項を遵守した上で、本学のアドミッション・ポリシーに基づき実施している。入学者選抜は、一般入試（前期試験Ａ・
Ｂ・Ｍ、中期試験、後期試験、「センター試験」利用試験Ⅰ期・Ⅱ期、センタープラス試験）、推薦入試（指定校制推薦入試、公募
制推薦入試Ａ・Ｂ、専門学科推薦入試）の他に「スポーツ推薦入試」、「ＡＯ入試」、帰国生徒入試、社会人入試、外国人留学生
入試、編入学試験、学士試験等多様な方法で実施している。

（2）愛知学院大学入学試験委員会規程に基づき、代表教授会の下に入学試験委員会が置かれている。学部長・教務主任が入
試委員となり、全学の入試委員会において入学者選抜を行う体制となっている。
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組織名基準5．学生の受け入れ 経営学部

自己評価

③

適切な定員を設定して学生の
受け入れを行うとともに、在籍
学生数を収容定員に基づき適
正に管理しているか。

(1) Ａ

5-10経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

5-11経営

5-12経営

点検・評価項目 評価の視点

入学定員及び収容定員を適切に設定し、在籍学生数を管理して
いますか。
＜学士課程＞
　・入学定員に対する入学者数比率
　・編入学定員に対する編入学生数比率
　・収容定員に対する在籍学生数比率
　・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対
応
＜修士課程、博士課程、専門職学位課程＞
　・収容定員に対する在籍学生数比率

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

根拠資料名

点検・評価項目 評価の視点

④

学生の受け入れの適切性につ
いて定期的に点検・評価を
行っているか。また、その結果
をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行っているか。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を行っていますか。

点検・評価結果に基づき改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

定員管理状況（2018-2020年度）

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1） 入試委員会では、全学の入試結果データに基づいて反省会が行われ、その結果が次年度の入試に反映されている。また、
入試委員会からの報告を受けて、学部としては入試の結果を全教員に報告している。

（1） 教育研究機関に相応しい環境の確保のため、入学者数を入学定員に、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理してい
る。収容定員については、入学者数が入学定員を大きく超える、もしくは下回ることがないよう、過年度の入学試験結果および入
学者数を踏まえて、入学試験委員会において慎重に合否判定を行うことで管理をしている。経営学部における入学定員に対す
る入学者数比率は、2018年度：1.02／2019年度：1.08／2020年度：1.06となっており、最近3年間においては入学定員の１．１倍
を超える入学者を受け入れてはいない。

（2） 入学試験委員会の諮問組織として各学部より委任された教員で構成される「入試検討小委員会」が設置されており、その諮
問内容について学部の会議で議論している。

〔根拠資料名〕上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

令和２年度（2020年度）第1回経営学部会議事録

令和２年度（2020年度）第7回経営学部会議事録

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。
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組織名基準5．学生の受け入れ 経営学部

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準5」全体の自己評価
自己評価

Ａ

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにした
うえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

なし

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を記
述してください。

根拠資料名

点検・評価項目番号 課題・問題点

なし

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

点検・評価項目番号 改善策
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組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

①

大学の理念・目的に基づき大
学として求める教員像や各学
部・研究科等の教員組織の編
制に関する方針を明示してい
るか。

(1) Ａ

6-1経営

6-2経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

(3) Ａ

(4) Ａ

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）　経営学部では、大学設置基準第13条および同別表1において定められている必要専任教員数、教授数を満たしており、
適切である。すなわち、収容定員1172名（入学定員290名）に対して最低必要な専任教員数は17名であるが、経営学部の専任
教員は客員を含めて19名である。また、教授は14名であり、専任教員の半数を超えている（2021年3月1日現在）。

（2）　学部の専任教員数、教授数を適切に維持するため、教員の退職時期や年齢構成等を踏まえたうえで、定年退職と同時に
教員をすぐさま補充できるよう計画的な募集・採用・昇任を実施している。2020年度においては、2020年度末をもって2名の教員
が定年退職することから、2件の新規採用人事（2021年度採用）の公募を出した。

基準6．教員・教員組織 経営学部

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

点検・評価項目 評価の視点

各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針を適切に明示
していますか。

点検・評価項目 評価の視点

②

教員組織の編制に関する方針
に基づき、教育研究活動を展
開するため、適切に教員組織
を編制しているか。

大学全体及び学部・研究科等ごとの専任教員数は適切ですか。

学部・研究科等ごとの専任教員数を適切に維持するため、計画
的に募集・採用・昇任等を実施していますか。

教員組織の編制に関する方針に基づき、適切に教員組織を編制
していますか。
　・教育上主要と認められる授業科目における専任教員（教授、
　　准教授、講師又は助教）の適正な配置
　・各学位課程の目的に即した教員配置
　　（国際性、男女比等も含む）
　・研究科担当教員の資格の明確化と適正な配置
　・教員の授業担当負担への適切な配慮
　・バランスのとれた年齢構成に配慮した教員配置

学士課程における教養教育の運営体制は適切ですか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

(1)　経営学部では、本学で定めている「求める教員像及び教員組織の編制に関する方針」を踏まえ、学部固有の教員組織の編
制方針を定め、適切に明示している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

求める教員像及び教員組織の編制に関する方針

教員組織の編制方針（経営学部）



組織名基準6．教員・教員組織 経営学部

6-3経営

6-4経営 入学定員

6-5経営

6-1経営

6-6経営 経営学部履修要項（p.111 学則別表4 専門教育科目の一覧）

6-6経営 経営学部履修要項（p.33 海外語学研修「海外事情」修了による単位認定）

6-6経営 経営学部履修要項（p.35-64 カリキュラム概要）

6-6経営 経営学部履修要項（p.62-63 地域連携コースの説明）

6-7経営 2021年度開講科目担当者、コマ表

6-8経営 令和2年度第9回経営学部会議事録

6-9経営 海外事情科目（国際交流センターHP）【ウェブ】

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-10経営

6-11経営

6-12経営 令和2年度第3回経営学部会議事録

6-13経営 令和2年度第6回経営学部会議事録

6-14経営 令和2年度第8回経営学部会議事録

6-15経営 「生産管理論」担当教員公募

6-16経営 「マーケティング管理論」担当教員公募

（2）　昇任人事については、昇格規程に沿って公正・厳格に行っている。すなわち、学部会において審査委員3名を投票により
選出した後、審査委員会からの審査結果の報告を待って、投票により昇任を決定している。同様に、採用人事についても、採用
人事規程に沿って公正かつ厳格に行っている。すなわち、原則として公募による募集を行い、学部会において審査委員3名を
選出した後、審査委員会からの一次審査の結果報告を待って、まずは学部会において二次審査（模擬授業および面接）の対
象者を3人に絞っている。そして次に、審査委員会からの二次審査の結果報告を待って、第1位の適格者について学部会で審
議を行い、投票によって採用を決定している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

経営学部昇格規定

経営学部採用人事規程

③
教員の募集、採用、昇任等を
適切に行っているか。

教員の職位（教授、准教授、講師、助教等）ごとの募集、採用、昇
任等に関する基準及び手続を設定し、規程を整備していますか。

規程に沿った教員の募集、採用、昇任等を実施していますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）　職位ごとの昇任基準・手続については、経営学部昇格規程において定めている。また、募集・採用の基準・手続について
は、経営学部採用人事規程において定めている。なお、多様な人材を確保するため、あえて採用人事規程には職位ごとの基準
を定めず、経営学部昇格規程を援用している。

根拠資料名

大学設置基準【ウェブ】

経営学部教員【ウェブ】

求める教員像及び教員組織の編制に関する方針

点検・評価項目 評価の視点

（3）　次の諸点に鑑み、本学で定めている「求める教員像及び教員組織の編制に関する方針」ならびに経営学部で定めている
教員組織の編成方針に基づき、適切に教員組織を編制しているといえる。第1に、専門教育科目における基礎科目のすべてに
おいて、学部会の審議を経て、当該科目を担当するのに相応しい専門的知識を備えた専任教員を1名以上配置している。第2
に、専門応用科目等においても、学部会の審議を経て、科目担当者として相応しい専門的知識を有する教員を配置すること
で、学位課程の目的に即した教員配置を達成できている。第3に、特定の教員に負担が偏ることのないよう、学部会の審議を経
て、コマ数負担の平準化が図られている。第4に、年齢構成の点でも、2020年5月現在における客員を含む専任教員19人の構
成は、70歳代が2人、60歳代後半が2人、前半が4人、40歳代後半が5人、前半が3人、30歳代が3人となっており、バランス良く配
置されている。ただし、男女比率については、専任教員すべてが男性となっている。男性であるか女性であるかを特に意識せ
ず、あくまで科目担当者としての適正を判断し、採用を行ってきたためである。結果としてこのような現状に至っていることについ
ては、課題点として意識しておかなければならない。

（4）　教養教育については、主として、当該科目を担当するのに相応しい専門家を揃えている教養部に任せている。そのほかの
教養教育としては、国際交流センターが担当する海外語学研修に参加し所定のプログラムを修了すると単位認定が受けられる
「海外事情科目」や、地域連携センターが担当する地域社会の問題解決に取り組む「地域連携学」などを設けており、学部とし
て幅広い教育を提供している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。



組織名基準6．教員・教員組織 経営学部

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-17経営

6-18経営 2020年度研究授業日程のお知らせ及び参観のお願い

6-19経営 経営学部第11回ゼミナール大会報告予稿集

6-20経営

6-21経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

6-22経営

6-23経営

6-24経営

令和元年度第10回経営学部会議事録

新規採用人事（2021年4月採用～2024年4月までを視野）に関する検討のたたき台として（令和元年度経営学部拡大
FD委員会[12月18日]ならびに第10回経営学部会[1月15日]配付資料）

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）　学部会および拡大FD委員会において、在職教員の退職時期、ゼミ募集停止時期、適正な年齢構成や教授数、コース別
教員数の割合など、適切な根拠資料に基づきながら、教員組織の適切性を定期的に点検・評価している。

（2）　経営学部では、ここ数年、定年退職する教員が相次いでおり、それに伴う補充人事の適切な計画・実行、ならびにカリキュ
ラムの見直し作業が喫緊の課題となっているが、その課題に取り組むにあたって、上記の適切な根拠資料に基づく点検・評価の
結果を活用している。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

令和元年度経営学部拡大FD委員会（12月18日）議事録（第10回経営学部会配付資料）

経営学部FD部会（令和2年7月29日）議事録

経営学部第2回FD部会（令和3年1月20日）議事録

点検・評価項目 評価の視点

⑤

教員組織の適切性について定
期的に点検・評価を行っている
か。また、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを
行っているか。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を実施しています
か。

点検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

（1）　すべての教員（非常勤を含む）に対し、少人数科目や一部の演習科目を除き、原則として毎学期に担目科目のすべてに
ついて「学生による授業アンケート」を実施すること、また、アンケートの集計結果を踏まえたコメントを提出することを義務付けて
いる。加えて、年に1度、他の教員の授業等を参観したうえで、参観後に教員間で授業の運営方法等について意見交換を行う
「研究授業」を実施している。令和2年度には、「経営学部のゼミ教育のあり方を考える」という統一テーマの下、第1に、経営学部
第11回ゼミナール大会（2020年12月5日実施）を参観し、レポートの提出を行った。加えて、第2に、「カードゲームを通じたSDGs
の学習指導を参観し、アクティブラーニングの効果的な手法について考える。」というテーマで専門演習（関ゼミ）の授業参観を
実施した。さらに、2020年7月の経営学部第1回FD部会では、ゼミ教育の人数について議論を行うとともに、春学期の遠隔授業
の振り返りを実施した。また、2021年1月の経営学部第2回FD部会では、前述の第11回ゼミナール大会と参観授業（関ゼミ）の振
り返りを行うとともに、コロナ禍における遠隔授業について意見交換を行い、情報の共有を図った。なお、全学FD研究会は「with
コロナ、afterコロナ時代における教育の在り方」というテーマで202１年3月18日に開催することが予定されている。

（2）　 「学生による授業アンケート」の集計結果に対するリアクションを考えることで、授業の改善とともに、教員個人レベルでの
資質向上を図っている。また、FDに関する学部会を定期的に開催し、研究授業や授業参観、ゼミナール大会の振り返りを行うこ
とにより組織レベルでの教員の資質向上につなげている。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

2020年度学生授業アンケート実施方法および評価反映方法

点検・評価項目 評価の視点

④

ファカルティ・ディベロップメント
（ＦＤ）活動を組織的かつ多面
的に実施し、教員の資質向上
及び教員組織の改善・向上に
つなげているか。

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的に実施してい
ますか。

教員の教育活動、研究活動、社会活動等の評価を行い、結果を
活用していますか。



組織名基準6．教員・教員組織 経営学部

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準6」全体の自己評価
自己評価

Ａ

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を
記述してください。

点検・評価項目番号 改善策

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

根拠資料名

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにし
たうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色



組織名

1．現状説明

※自己評価は、「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、「Ｃ：重度な問題がある」いずれかを選択。

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

9-1経営

9-2経営

9-3経営

自己評価

(1) Ａ

(2) Ａ

9-1経営

9-2経営

9-4経営

人材の育成・教育研究上の目的（経営学部）

バーチャルカンパニー（IA, ＩB, ⅡA, ⅡB）のシラバス【ウェブ】

ユースエンタープライズ・トレードフェアでの受賞のリンク（https://www.agu.ac.jp/topics/経営学部学生がユース-エンタプライズ-トレード-2/）

人材の育成・教育研究上の目的（経営学部）

バーチャルカンパニー（IA, ＩB, ⅡA, ⅡB）のシラバス【ウェブ】

きしめんチップス商品化のプレスリリース（https://www.agu.ac.jp/topics/【プレスリリース】きしめんチップス商品化プロ-2/）

点検・評価項目 評価の視点

③

社会連携・社会貢献の適切性
について定期的に点検・評価
を行っているか。また、その結
果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行っているか。

適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価を実施しています
か。

（2）　「バーチャルカンパニーⅠA・ⅡA、ⅠB・ⅡB」では、トレードフェアで受けた評価、アドバイスをもとに振り返りを行い、次年度
の授業展開において継続的に各プロジェクトの改善・向上に向けた取り組みを行っている。

点検・評価結果に基づく改善・向上に向けた取り組みを行ってい
ますか。

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

（1）　「バーチャルカンパニーⅠA・ⅡA、ⅠB・ⅡB」では、通常、半期に一度外部の指南役・審査委員をいれて、チーム毎のプロ
ジェクトの内容・進捗度を多角的に評価を受け、その成果を１年に1回京都大学で行われるトレードフェアで発表しているが、今
年度は新型コロナウイルスの影響で実施できなかった。その代わりとして、ユースエンタープライズ・トレードフェア（オンライン開
催）で発表した。その成果として、開発したきしめんチップスで、京都中小企業家同友会賞を受賞した。

基準9．社会連携・社会貢献 経営学部

2020年度（評価対象期間：2020年4月～2021年3月）　自己点検・評価シート

〔現状〕　　評価の視点ごとに、「いつ」、「主体(会議名・誰が)」、「どのように（方法・指標）」、「何を」実施しているか、など
　　　　　　 第三者が理解できるよう具体的に説明してください。

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

点検・評価項目 評価の視点

②

社会連携・社会貢献に関する
方針に基づき、社会連携・社
会貢献に関する取り組みを実
施しているか。また、教育研究
成果を適切に社会に還元して
いるか。

学外組織との適切な連携体制を構築していますか。
地域交流、国際交流事業への参加に取り組んでいますか。

社会連携・社会貢献に関する活動による教育研究活動を推進し
ていますか。

（1） 経営学部では、建学の精神である「行学一体、報恩感謝」に加え、学部の教育理念である「理論と実践」のもと新しい理論に
基づく実践を重視し、企業経営を通じて社会に役立ち、自己実現できる人材の育成を目的としている。産学連携による実践型の
教育研究を展開し、実際の企業と連携して商品開発を行っている。

（2） 学部の教育理念である「理論と実践」のもと理論に基づく実践を重視し、企業経営を通じて社会に役立ち、自己実現できる
人材の育成を目的としている。「バーチャルカンパニーⅠA・ⅡA、ⅠB・ⅡB」では、産学連携による実践型の教育研究を展開し、
学生による事業計画を立案させ、実際の企業と連携して商品開発を行っている。今年度は、株式会社 角千本店と協力して「きし
めんチップス（みそ味）」を開発した。

根拠資料名

根拠資料名
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組織名基準9．社会連携・社会貢献 経営学部

2．長所・特色

3．課題・問題点

4．課題・問題点に対する改善策

5．「基準9」全体の自己評価
自己評価

Ａ

　「3．課題・問題点」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその進捗状況も含めて）を記
述してください。

　理念・目的を実現する上での課題、基礎要件に関する問題、大学としてふさわしい水準を確保する上での問題がある場合、
記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 課題・問題点

なし

根拠資料名

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。

　有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを明らかにした
うえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は「なし」としてください。

点検・評価項目番号 長所・特色

なし

　基準全体の評価を、
　「Ｓ：極めて良好」、「Ａ：良好」、「Ｂ：軽度な問題がある」、
　「Ｃ：重度な問題がある」から選択してください。

改善策

根拠資料名

点検・評価項目番号

〔根拠資料〕　上記説明の根拠となる「議事録｣・「印刷物」・「ホームページＵＲＬ」・「組織内資料」等を記入してください。
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